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国際物流戦略チーム第三回本部会合

参考資料１

取
り
組
み
体
制

一開港化

大阪湾諸港の包括的な連携による国際競争力の強化

入港料の低減
港湾の広域管理等

海上輸送の連携
スーパー中枢港湾
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの推進

主
な
施
策

大阪湾港湾連
携推進協議会

高規格道路の
整備等

Sea&Air輸送

・大阪湾諸港の一
開港化の実現

国際物流戦略チーム

産学官で、港と港、港と道路、港と空港の連携等について取り組み、国際物流の効率化を通じた関西経済の活性化を目指す。

取
り
組
み
状
況
・
予
定

手続きの
一元化・IT化

大阪湾広域IT
研究会

港と港の連携 港と道路の連携

・各港連携による入
港料の低減
・将来的な広域的な
港湾管理の実現

等

・各港連携による
入港手続き等の
一元化・IT化
・JCL-NETの利活
用の推進 等

・瀬戸内海諸港と連
携した内航フィー
ダー輸送の推進
・ﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄの推進

等

・道路ネットワークの充実
・ボトルネックの解消 等

阪神港広
域連携協
議会

国際物流戦略チームを主体に、広域連携を通じた国際競争力の強化に向け取り組む

・係留施設等の整
備促進
・埠頭公社改革
・ターミナル運営の
効率化 等

・関西国際空港を
活用した、
Sea&Air輸送の
促進

神戸港PC18、大阪
港C12を整備中。

阪神港スーパー中枢
港湾社会実験を実施。
（H17年度）

スーパー中枢港湾
「阪神港」における大
規模災害時の港湾施
設の相互利用に関す
る協定を締結。
（H18.5.25)

阪神港広域IT研究
会に、大阪府、兵庫
県を加え、大阪湾諸
港の各港連携による
手続きの一元化・IT
化について、検討中。

大阪湾に複数寄港
する外航定期のコン
テナを取り扱う船舶
に対する入港料減免
申請の統一様式を
確認。（H19.3.13）

船舶交通に関する調
査検討委員会を設
置し、具体的な検討
を開始。（H18.9.26)

船舶通航実態調査
の解析結果及び将
来船舶通航の予測
結果が報告され、船
舶通航に係る安全上
の課題の整理がなさ
れるなど、一定の成
果。（H19.3.13）

港と道路ネットワークの円滑
な連携を図り後背圏確保の
ため、「関西広域幹線道路会
議」を設置。（H18.11.13)
今後、速やかに、事業実施
の具体的な検討を行い、要
望活動を実施予定。（淀川左
岸線延伸部、大阪湾岸道路
西伸部、名神湾岸連絡線、
第二名神自動車道 等）

４港湾管理者（大阪
府、兵庫県、大阪市
神戸市）が連携して、
平成１９年度より、大
阪湾に複数寄港する
外航定期のコンテナ
を取り扱う船舶に対
し、入港料を１／２に
低減するｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞ
制度を導入するため、
具体的に取り組みを
進めることを合意。
（H19.2.7）

関西ｸﾞﾘｰﾝ物流ﾊﾟｰﾄ
ﾅｰｼｯﾌﾟ会議におい
てﾓｰﾀﾞﾙｼﾌﾄを支援。

阪神港間における港
運はしけを活用したｺ
ﾝﾃﾅ輸送の効率化に
ついて検討中。

神戸港・広島港間で
内航ﾌｨｰﾀﾞｰ利用促
進に関する社会実験
等を実施。

関西ｸﾞﾘｰﾝ
物流ﾊﾟｰﾄﾅｰ
ｼｯﾌﾟ会議

大阪湾諸港の包括連携施策推進会議
（H18.9.4第1回会議開催）

大阪湾諸港の包括的な連携施策の具体化に向けた取り組みを推進

海港と空港の連携

船舶交通に
関する調査検討
委員会

深夜貨物便の推進

関空国際物流
効率化推進
協議会

・関西国際空港を
活用した深夜貨
物便の充実 等

深夜貨物便について
は関空国際物流効率
化推進協議会におい
て、8月より関空→上
海間でモデル事業を
開始。冬ダイヤより週
6便に拡大。

関西広域幹線
道路会議

国際物流基幹ネット
ワークの形成

関西国際空港を活用した
航空物流機能強化

内航ﾌｨｰﾀﾞｰ
輸送推進委員会

港運はしけを活用し
たコンテナ輸送効率
化調査委員会

関西国際空港と阪神
港等が連携した国際
物流の利用促進を図
るため、大阪航空局
と近畿地方整備局が
連携して海・空連携や
機能分担が行われて
いる国際貨物の流通
実態を把握する調査
を実施中。


